
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3014 

 

令和 5年度 工業科（機械系） 

 

教科 工業 科目 生産システム技術 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 工業 313「生産システム技術」（実教出版） 

副教材等 なし 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生産システム技術は、機械技術者として必要な生産システム技術に関する基礎的な知識と技術を

総合的に習得させ、自動化工場、生産現場における管理システムの分野などの実際の現場におい

て活用する能力と態度を育成することを目指します。 

 

2 学習の到達目標 

１． 生産システムに関する知識と技術を習得させる。 

２． 習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 

生産システムにかか

わる基礎的な知識や

技術への関心と、そ

の習得に意欲があ

り、合理的な生産方

法を企画し、実際に

活用しようとしてい

る。 

 

生産システムにかか

わるさまざまな事象

やそれにかかわる問

題点を把握して分析

し、それに対処する

ために、これまでに

習得した知識や技術

などを活用するとと

もに、そこで得た知

識や経験を基にした

発表を行うことがで

きる。 

 

生産システムにかか

わる知識や技術をい

ろいろな場面で活用

できる。 

 

生産システムの基

礎的な知識や技術

の理解はもとより、

ものづくりのいろ

いろな場面での問

題解決を試みるこ

とができるように

それらを相互に関

連させて理解して

いる。 

評
価
方
法 

定期考査 

ノートや配付資料へ

の記述 

学習状況の観察等を

総合的に評価 

定期考査 

ノートや配付資料へ

の記述 

学習状況の観察等を

総合的に評価 

定期考査 

ノートや配付資料へ

の記述 

学習状況の観察等を

総合的に評価 

定期考査 

ノートや配付資料

への記述 

学習状況の観察等

を総合的に評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

直
流
回
路 

１． 電気回路 

２． オームの法則 

３． 抵抗の性質 

４． 電流の熱作用と電力 

〇 〇 〇 〇 a:直流と交流の違いを理解

させ、起電力・電位差・電

圧を正しく扱えるようにす

る。 

 ・電圧降下、電池の中の抵

抗、オームの法則を用い

た回路計算、キルヒホッフ

の計算を用いた回路計算

等について理解させる。 

 ・抵抗率とは何か、温度に

よる抵抗の変化について

理解させる。 

 ・ジュール熱とは何か、電

力および電力量、許容電

流について理解させる。 

b:電位・電子差・電流・電圧

を水位・水位差・水圧・水

流と対比させ考察し、的確

な表現力を身に付けてい

る。 

c:オームの法則を確認する

測定回路で、抵抗値を一

定にし、電圧が変化したと

き電流の値を読み取る技

能が習得されている。 

d:電流の向きと自由電子の

向きの関係、電源・負荷・

起電力などの用語に関す

る知識が身に付いている。 

 ・オームの法則、キルヒホッ

フの第１法則及び第２法

則を用いて回路計算を行

うことができる。 

 ・ジュールの法則、電力と

電力量について理解でき

る。 

定期考査、 

ノートや配

付資料へ

の記述 

学習状況

の観察等 
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交
流
回
路 

１．交流の基本的取扱い 〇 〇 〇 〇 a:周期・周波数・位相・実行

値・平均値について理解さ

せ、R．L．C の単独回路に

おける電圧・電流・インピー

ダンスに関する計算が出

来るようにする。 

b:磁界中でコイルを回転さ

せると、コイル中に正弦波

交流起電力が発生すること

を、図に描いて考察し、的

確な表現力を身に付けて

いる。 

c:三相誘導起電力につい

て、構造、回転子巻線に発

生する誘導起電力、等価

回路、トルク特性の技能を

習得している。 

d:抵抗・コイル・コンデンサ

に流れる交流について、位

相関係を理解することがで

きる。 

定期考査、 

ノートや配

付資料へ

の記述 

学習状況

の観察等 
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電
子
回
路 

１． 半導体 

２． ダイオード 

３． トランジスタ 

〇 〇 〇 〇 a:半導体の抵抗率のよる区

分、キャリアの考え方につ

いて理解させる。 

 ・順電圧、逆電圧による区

分、キャリアの考え方につ

いて理解させる。 

・トランジスタの原理を理解

させ、電流増幅率が計算

できる。 

b:導体と半導体の抵抗率は

温度によって異なる変化を

示すことをキャリアのふるま

いによって考察し、的確な

表現力を身に付けている。 

c:ダイオードに加える順電

圧、逆電圧の求める技能

を習得している。 

 ・ベース電流、コレクタ電流

の hfe を求める技能を習

得している。 

d:キャリア、n型半導体、p型

半導体、ダイオード、トラン

ジスタに関する知識が身に

付いている。 

 ・トランジスタの直流電流増

幅率、小信号電流増幅

率、増幅器などについて

理解できる。 

 ・電源回路の構成および

各要素の機能について

理解できる。 

定期考査、 

ノートや配

付資料へ

の記述 

学習状況

の観察等 

前期の評定：前期３回の考査平均、提出物評価、学習への取り組み状況評価および出席状況などを考慮

して評価 
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後
期 

計
測
技
術
と
制
御
技
術 

１． 計測の基礎と制御機  

器 

 

 

 

２． 制御の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． コンピュータ制御 

〇 〇 〇 〇 a:各種計測器の原理と取り

扱い、オシロスコープの原

理、生産システムにおける

自動計測の目的と方法に

ついて理解させる。 

a:生産システムに使われて

いる自動制御の目的と方

法について理解させる。 

 ・センサおよびアクチュエ

ータの種類・原理・用途に

ついて理解させる。 

 ・シーケンス制御に用いら

れるOR回路・AND回路・

自己保持回路・プログラ

マブルコントローラとプロ

グラミングについて理解さ

せる。 

 ・フィードバック制御とは何

か、フィードバックにおけ

る制御量の種類による分

類について理解させる。 

b:シーケンス制御およびフィ

ードバック制御、コンピュー

タ制御の定義について、例

をあげて考察し、的確な表

現力を身に付けている。 

c:ノギス、マイクロメータ、ブ

ロックゲージなどを取り扱う

技能を習得している。 

 ・発信機の出力の波形を

観測し、最大値・実効値・

周期・周波数を求める技

能を習得している。 

d:コンピュータを用いてフィ

ードバック制御あるいはシ

ーケンス制御を行うことが

コンピュータ制御であること

を説明する。 

定期考査、 

ノートや配

付資料へ

の記述 

学習状況

の観察等 
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生
産
設
備 

１． 電気設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 機械設備 

〇    a:発電の方式・種類・送電

方式・変圧器の原理を理

解させ、配電方式の特徴、

受電設備の役割を理解さ

せる。 

 ・電動機の種類と選択方

法、電熱設備の原理と設

備、照明装置、屋内配線

用図記号と単線図・複線

図、電気通信の種類など

について理解させる。 

 ・法律や資格によって安全

を確保していること、自己

の種類と安全策、特殊な

場所で使用する機器の安

全策について理解させ

る。 

a:NC工作機械、産業用ロボ

ットなどの機械設備、自動

化に関する用語について

理解させる。 

 ・工業材料に関する基礎

的な知識、材料に応じた

加工法などについて理解

させる。 

定期考査、 

ノートや配

付資料へ

の記述 

学習状況

の観察等 

生
産
管
理 

１．生産のあらまし 〇    a:生産のしくみと生産管理

の手法、生産の形態につ

いて理解させる。 

 ・各種の生産管理の役割と

相互関係、製品の売れ行

きと原価や製品計画の関

係、市場環境と生産形態

の関係、環境に配慮した

生産の重要性などについ

て理解させる。 

 ・生産の合理化と生産シス

テム技術コンピュータの

役割について理解させ

る。 

定期考査、 

ノートや配

付資料へ

の記述 

学習状況

の観察等 

年間の学習状況の評価方法：５回の考査の平均点、提出物評価、学習への取り組みおよび出席状況など              

                   の評価の総合評定。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

※  

表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


